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９
月

日
、
９
月

～

日
、

２２

２８

３０

１０

月

日
の
計
５
日
間
、「
遊
々
の
森
」

１８
と
し
て
石
狩
森
林
管
理
署
と
協
定
を

締
結
し
て
い
る
千
歳
市
立
泉
沢
小
学

校
の
「
か
が
や
き
の
森
」
で
森
林
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
学
年

ご
と
に
学
習
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
て
、

全
校
児
童
の
約

名
が
森
林
学
習
に

３４０

参
加
し
ま
し
た
。

１
・
２
年
生
は
、
学
校
の
中
庭
で
ポ

ッ
ト
苗
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
１
年
生

は
ハ
ル
ニ
レ
、
２
年
生
は
ミ
ズ
ナ
ラ
の

ポ
ッ
ト
苗
を
作
り
、
直
筆
の
名
前
札
を

立
て
ま
し
た
。

３
年
生
は
、
枝
打
ち
作
業
を
体
験
し

ま
し
た
。
石
狩
地
域
森
林
環
境
保
全
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
４
名
お
手
伝

い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ノ
コ
ギ
リ
を
初

め
て
使
う
子
ど
も
達
が
多
く
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
あ
ご
ひ
も
の
し
め
方
な
ど
一
苦

労
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
徐
々
に

手
付
き
も
よ
く
な
り
心
地
よ
く
作
業
を

し
て
い
ま
し
た
。

４
年
生
は
、
学
校
中
庭
の
樹
木
で
、

測
竿
等
を
使
い
樹
高
を
測
っ
た
り
、
輪

尺
等
を
使
い
胸
高
直
径
を
測
る
な
ど
の

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

５
年
生
は
、
植
樹
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
生
徒
が
作
っ
た
カ
ミ
ネ
ッ
コ

ン
を
一
人
一
個
ず
つ
持
ち
寄
り
カ
ツ
ラ

の
苗
を
「
か
が
や
き
の
森
」
に
植
樹
し

ま
し
た
。
ま
た
、
葉
っ
ぱ
の
形
を
頭
に

い
れ
な
が
ら
樹
種
あ
て
ク
イ
ズ
も
行
い

ま
し
た
。

６
年
生
は
、
学
校
内
で
、
住
友
化
学

（
株
）
の
記
念
植
樹
用
に
一
人
二
個
カ

ミ
ネ
ッ
コ
ン
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
子
ど
も
達
に
「
遊
々
の
森
」

を
活
用
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
森
林
の

大
切
さ
な
ど
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
坂

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）
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新たに「住友化学株式会社アグロ事業部」
と協定締結

地元の千歳市泉沢小学校生徒も招待され
植樹実施

８
月

日
、
石
狩
森
林
管
理
署
に
お

２３

い
て
、
「
住
友
化
学
株
式
会
社
ア
グ
ロ

事
業
部
」
（
貫

和
之
事
業
部
長
）
と

森
林
整
備
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協

定
箇
所
は
、
平
成

年
の
台
風

号
被

１６

１８

害
跡
地
で
あ
り
、
植
樹
か
ら
の
復
旧
活

動
を
行
う
社
会
貢
献
の
森
：
「
ス
ミ
チ

オ
ン
剤

周
年
記
念
の
森
」

名
称
が

５０

と

決
ま
り
ま
し
た
。

協
定
の
締
結
は
住
友
化
学
株
式
会

社
ア
グ
ロ
事
業
部
流
通
企
画
グ
ル
ー
プ

の
村
瀬
氏
と
、
ま
た
森
林
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
森
林
再
生
技
術
研
究
所

の
水
正
代
表
と
森
林
づ
く
り
覚
書
の
締

結
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、

月
５
日
に
は
、
協
定
箇
所

１０

で
あ
る
千
歳
国
有
林

林
班
（
協
定
面

５３３５

積

）
に
お
い
て
植
樹
が
行
わ
れ
ま

２．５８
ha

し
た
。
東
京
か
ら
来
ら
れ
た
住
友
化
学

株
式
会
社
ア
グ
ロ
事
業
部
の
宮
芝

営

業
部
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
植
樹
指

導
後
に
、
ア
カ
エ
ゾ
・
ト
ド
マ
ツ
・
ア

オ
ダ
モ
・
ヤ
チ
ダ
モ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
カ

ツ
ラ
・
シ
ラ
カ
バ
・
ハ
ル
ニ
レ
の
約

１１００

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

植
樹
当
日
に
は
、
住
友
化
学
従
業
員

・
家
族
約

名
と
、
地
元
千
歳
市
立
泉

２５

泉沢小学校生徒も一緒に記念撮影

沢
小
学
校
６
年
生
約

名
も
招
待
さ
れ

６０

ま
し
た
。

小
学
校
の
生
徒
は
、
森
林
再
生
技
術

研
究
所
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）
か
ら

の
指
導
も
受
け
な
が
ら
、
森
林
教
室
で

作
成
し
た
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
を
持
参
し
て

ア
カ
エ
ゾ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

参
加
人
数
で
予
定
し
た
苗
木
を
す
べ

て
植
栽
で
き
る
か
心
配
も
あ
り
ま
し
た

が
、
予
定
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
精
力
的

に
実
施
し
た
結
果
、
予
定
ど
お
り
植
栽

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
春
以
降

も
植
樹
及
び
下
刈
り
な
ど
森
林
整
備
活

動
に
取
り
組
む
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
松
坂

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）
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９
月
５
日
、
株
式
会
社
ア
ー
ク
ス
に

お
い
て
、
「
株
式
会
社
北
海
道
シ
ジ
シ

ー
」
（
横
山

清
代
表
取
締
役
社
長
）

と
森
林
整
備
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
し
た
社
会
貢
献
の
森
は

「
Ｃ
Ｇ
Ｃ
烏
柵
舞
の
森
」
と
称
し
ま
す
。

増
大
す
る
排
出
ゴ
ミ
を
減
量
す
る
観

点
か
ら
、
レ
ジ
袋
の
削
減
、
マ
イ
バ
ッ

ク
の
持
参
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
中
で
、

北
海
道
Ｃ
Ｇ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
加
盟
各
社
で

は
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
こ
の

レ
ジ
袋
の
販
売
代
金
を
当
基
金
を
通
し

て
環
境
保
全
・
環
境
教
育
、
環
境
研
究

機
関
等
の
事
業
に
助
成
し
て
お
り
、
石

狩
森
林
管
理
署
と
も
平
成

年
度
よ
り

２１

千
歳
国
有
林
に
お
い
て
「
北
海
道
Ｃ
Ｇ

Ｃ
の
森
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
し
て
き

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
「
国
際
森
林
年
」
を
記
念

し
て
、
新
た
に
、
千
歳
国
有
林

林
班
、

５３３４

の
風
倒
被
害
箇
所
で
事
業
を
着
手

２２．７２
ha

す
る
こ
と
と
な
り
、
来
春
か
ら
本
格
的

に
植
樹
活
動
な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
に
は
、
全
国
Ｃ
Ｇ

Ｃ
グ
ル
ー
プ
代
表
の
「
株
式
会
社
シ
ジ

シ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北

海
道
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
」
が
森

林
づ
く
り
事
業
に
対
し
て
協
力
・
支
援

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
松
坂

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

森
林
づ
く
り
覚
書
の
締
結

左
か
ら
、

Ｃ
Ｇ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン

上
田
専
務
取
締
役

北
海
道
Ｃ
Ｇ
Ｃ

横
山
代
表
取
締
役
社
長

石
狩
森
林
管
理
署

山
本
署
長

北
海
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

酒
井
代
表
理
事

国
際
森
林
年
を
記
念
し
て

株
式
会
社
Ｃ
Ｇ
Ｃ
と
「
Ｃ
Ｇ
Ｃ
烏
柵
舞
の
森
」

協
定
締
結
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平
成

年

月

日

２３

１０

１６

（
日
曜
日
）
雨
模
様
の

中
、
千
歳
森
林
事
務
所

管
内
の

は
２

林
小
班

５３７４

に
お
い
て
、
カ
ル
ビ
ー

（
株
）
社
員
及
び
一
般

公
募
者
約

名
の
参
加

１０５

に
よ
り
植
樹
を
実
施
し

ま
し
た
。（
「
ミ
ナ
ミ
ナ
」

と
は
：
ア
イ
ヌ
語
で
「
ニ

コ
ニ
コ
笑
う
」
と
い
う

意
味
を
持
ち
、
社
員
か

ら
の
名
称
公
募
に
よ
り

採
用
さ
れ
ま
し
た
）

こ
の
取
り
組
み
は
台

風
被
害
地
の
復
旧
の
た

め
、
平
成

年
７
月
４

２３

日
に
カ
ル
ビ
ー
（
株
）

と
当
署
と
の
間
で
締
結

「カルビー・ミナミナの森」
雨の日でもニコニコ笑顔で植樹

し
た
「
ふ
れ
あ
い
の
森
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
き
、
協
定
面
積
約

の
う
ち
、

４.２７
ha

今
回
は
約

に
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
・

１.００
ha

ト
ド
マ
ツ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ハ
ル
ニ
レ
・

ヤ
チ
ダ
モ
の
ポ
ッ
ト
苗
を
約

本
植
樹

１１６７

し
ま
し
た
。
（
協
定
期
間
は
平
成

年
２５

３
月

日
ま
で
）

３１
参
加
者
は
穴
掘
り
役
、
植
付
け
役
・

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
植
樹
な
ど
の
担
当
に
分

か
れ
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
ク
ワ
や
ス

コ
ッ
プ
を
使
用
し
植
え
ま
し
た
。

今
回
は
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
植
樹
も
行

い
、
約
１
時
間

分
程
度
で
植
樹
を
終

３０

了
し
、
参
加
者
全
員
で
隣
接
し
た
天
然

林
内
を

分
程
度
森
林
散
策
し
ま
し

３０

た
。な

お
、
「
カ
ル
ビ
ー
・
ミ
ナ
ミ
ナ
の

森
」
植
樹
等
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
北

海
道
林
業
技
士
会
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

（
陣
内

業
務
第
一
課
長
）

９
月

日
（
土
）
晴
天
の
中
、
千
歳
森

１０

林
事
務
所
管
内

林
班
に
お
い
て
、
北

５３３５

海
道
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
社
員
及
び
関
係
者

約

名
の
参
加
に
よ
り
、
昨
年
に
引
き

１９０
続
き
植
樹
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
平
成

年
８
月
に
北
海

２２

道
ガ
ス
株
式
会
社
と
石
狩
森
林
管
理
署

と
の
間
で
締
結
し
た
「
社
会
貢
献
の
森
」

に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て

お
り
、
森
林
再
生
技
術
研
究
所
が
森
林

づ
く
り
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

今
回
は
、
協
定
面
積
約

の
う
ち
約

９．３２
ha

に
ア
カ
エ
ゾ
・
ト
ド
マ
ツ
・
ヤ
チ

３．００
ha

ダ
モ
・
シ
ラ
カ
バ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
カ
ツ

ラ
の
苗
約

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

２７００

昨
年
参
加
さ
れ
た
方
も
多
く
、
苗
木

の
運
搬
・
穴
掘
り
役
・
植
付
け
役
な
ど

担
当
を
分
け
て
効
率
よ
く
作
業
を
進
め

て
い
ま
し
た
。

今
回
も
、
親
子
を
対
象
と
し
た
カ
ミ

ネ
ッ
コ
ン
作
り
を
実
施
し
、
名
前
・
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
入
れ
た
上
で
ア
カ
エ

ゾ
の
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。

（
松
坂

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

「
北
ガ
ス
緑
の
森
」
植
樹
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９
月
８
日
（
木
）
に
、
新
篠
津
村
上

篠
津
国
有
防
風
保
安
林
（

林
班
）
で
、

352

新
篠
津
村
上
篠
津
自
治
会
の
協
力
を
得

て
、
植
樹
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
篠
津
村
に
あ
る
防
風
保
安
林
約
３７

は
、
新
篠
津
村
長
と
石
狩
森
林
管
理

ha署
長
の
間
で
、
「
国
有
防
風
保
安
林
管

理
協
定
」
を
平
成

年

月
に
締
結
し
、

２０

１２

村
内
の
防
風
保
安
林
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や

不
法
投
棄
の
ご
み
集
め
、
植
樹
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
も
、
上
篠
津
地
区
に
お
い
て
約

名
が
参
加
し
て
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
を

４０

１００

本
植
樹
し
ま
し
た
。

刈払い作業も瞬く間

現
地
は
、
台
風
等
に
よ
り
立
木
が
倒

れ
ク
マ
イ
笹
が
多
く
繁
茂
し
て
い
た
箇

所
で
、
電
動
草
刈
り
機
で
植
え
付
け
箇

所
の
刈
り
払
い
作
業
を
行
い
、
そ
の
後
、

事
前
に
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
北
海
道
育

種
場
か
ら
提
供
を
受
け
た
苗
木
を
植
樹

し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
も
手
慣

れ
た
も
の
で
瞬
く
間
に
植
え
終
わ
り
予

定
時
間
よ
り
も
早
く
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
苗
木
が
一
定
の
大
き
さ
に

な
る
ま
で
、
保
育
作
業
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す

（
大
江

流
域
管
理
調
整
官
）

植樹した苗木に印付け

月

日
、
「
豊
平
峡
・
定
山
渓
ダ
ム

１０

２４

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
（
愛
称

：
み
ず
も
り
会
議
）
」
に
お
い
て
、
枝

打
ち
作
業
の
体
験
林
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。当

会
で
は
、
３
年
前
か
ら
自
主
事
業

と
し
て
森
林
整
備
・
育
林
体
験
会
を
行

っ
て
お
り
、
今
年
は
豊
平
峡
ダ
ム
の
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
裏
側
の
国
有
林
（

林
班
）

２２３４

に
お
い
て
７
名
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
穏
や
か
な
小
春
日
和
で
、

作
業
現
場
ま
で
行
く
た
め
に
展
望
台
ま

で
の
歩
道
を
歩
く
こ
と
か
ら
、
そ
の
間

紅
葉
狩
り
の
観
光
客
と
多
く
す
れ
ち
が

い
ま
し
た
。

作
業
は
、
最
初
の
う
ち
は
慣
れ
な
い
様

子
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
能
率
も
上
が
り

精
力
的
に
作
業
が
進
め
ら
れ
、
作
業
後

は
太
陽
光
が
十
分
入
る
明
る
い
森
林
と

な
り
ま
し
た

（
松
坂

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

農
地
と
く
ら
し
を
守
る
緑
を
造
成

国
有
防
風
林
に
植
樹
：
新
篠
津
村

「
み
ず
も
り
会
議
」

紅
葉
時
期
に
枝
打
ち
体
験
林
業
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月

日
、
千
歳
市

１０

１４

立
支
笏
湖
小
学
校
の

児
童
が
小
学
校
体
育

館
で
森
林
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

支
笏
湖
小
学
校
と
は
、

「
遊
々
の
森
」
と
し

て
平
成

年
１
月
に

２１

協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
学
校
裏
の

林
６１８０

班
外
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

全
校
生
徒

名
中
９

１１

名
が
、
支
笏
湖
周
辺

の
台
風
災
害
・
復
興

の
森
林
づ
く
り
や
森

林
の
効
用
な
ど
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ミ
ネ
ッ
コ

ン
を

個
作
成
し
、

２５

そ
こ
に
カ
ツ
ラ
の
ボ

ッ
ト
苗
木
に
土
を
入

れ
て
移
植
し
ま
し
た
。

全校生徒で森林学習
支笏湖小学校

何
度
か
作
成
し
た
経
験
の
あ
る
生
徒

も
い
る
こ
と
か
ら
テ
キ
パ
キ
と
作
業
が

進
み
ま
し
た
。

移
植
し
た
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
に
つ
い
て

は
、
現
地
が
遠
距
離
に
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
生
徒
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
支
笏
森
林
官
な
ど

で
当
日
現
地
に
植
樹
し
て
き
ま
し
た
。

（
植
樹
箇
所
は
復
興
の
森
と
し
て
選
定

し
て
い
る
苔
の
洞
門
の
道
路
向
か
い
の

湖
畔
側

林
班
）

６０３１
（
松
坂

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

月

日
、
千

１０

２５

歳
市
立
千
歳
中
学

校
の
生
徒
５
名
が

千
歳
森
林
事
務
所

を
職
場
訪
問
し
ま

し
た
。
千
歳
中
学

校
で
は
、
１
年
生

の
「
総
合
学
習
の

時
間
」
に
お
い
て

グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
各
職
場
を
訪

問
し
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。

当
日
は
あ
い
に

く
の
雨
で
、
事
務

所
内
で
の
学
習
と

な
り
ま
し
た
が
、

「
国
有
林
は
何
の

た
め
に
あ
る
の
で

す
か
」
な
ど
た
く

さ
ん
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

千歳中学校の生徒が
千歳森林事務所を職場訪問

ま
た
、
空
中
写
真
を
の
ぞ
い
た
り
、

カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
作
り
な
ど
も
体
験
し
ま

し
た
。

後
日
、
生
徒
よ
り
お
礼
の
手
紙
が
き

て
い
ま
し
た
の
で
、
一
部
紹
介
し
ま
す
。

「
拝
啓
、
（
中
略
）
先
日
は
私
達
千
歳

中
学
校
一
年
四
組
四
班
５
名
を
あ
た
た

か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
中
略
）
み

な
さ
ん
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
『
自
然

の
素
敵
さ
を
感
じ
て
い
る
』
と
こ
ろ
だ

と
私
は
思
い
ま
し
た
。
（
中
略
）
私
達

は
今
回
、
石
狩
森
林
管
理
署
に
行
き
、

見
学
や
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事

を
模
造
紙
に
ま
と
め
、
班
ご
と
に
発
表

す
る
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

（
松
坂

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）
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平
成

年
９
月

日
（
土
）
に
積
丹

２３

１０

町
の
町
有
林
内
で
行
わ
れ
た
今
年
度
二

回
目
と
な
る
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
・
森
林
保

全
活
動
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
本
署
３
名

の
職
員
と
と
も
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。（

前
回
、
雨
男
の
業
務
一
課
長
が
参

加
し
た
回
に
は
当
然
の
ご
と
く
雨
で
し

た
が
、
）
晴
天
の
秋
空
の
下
、
積
丹
町

民
、
Ｊ
Ｔ
の
職
員
と
家
族
等
総
勢

人
１８０

の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
の

伐
倒
を
見
学
し
て
か
ら
の
カ
ラ
マ
ツ
造

林
地
で
鋸
を
使
っ
て
全
員
で
除
伐
を
行

い
、
昼
食
に
は
町
商
工
会
女
性
部
手
作

り
の
浜
鍋
と
お
に
ぎ
り
で
お
な
か
を
満

た
し
ま
し
た
。

午
後
の
部
で
は
、
各
班
に
分
か
れ
て
、

林
内
で
の
環
境
生
態
系
調
査
体
験
、
丸

太
を
使
っ
た
ベ
ン
チ
作
り
、
木
端
を
活

用
し
た
ク
ラ
フ
ト
制
作
等
、
参
加
者
も

不
慣
れ
な
作
業
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
林

業
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
、
積
丹
町

と
Ｊ
Ｔ
で
締
結
し
た
「
ほ
っ
か
い
ど
う

企
業
の
森
林
づ
く
り
事
業
」
に
よ
る
森

林
保
全
協
定
（
Ｊ
Ｔ
の
森
）
の
一
環
で
、

石
狩
森
林
管
理
署
も
積
丹
町
と
札
幌
水

源
林
整
備
事
務
所
の
３
者
で
共
同
施
業

団
地
の
設
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
林
業
に
理
解
あ
る
地
元
と
連
携
し

た
森
林
施
業
を
こ
れ
か
ら
も
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
齊
藤

積
丹
森
林
官
）

９
月

日
に
、
積
丹
町
国
有
林

林

２２

３４３０

班
ろ
小
班
で
、
『
ふ
る
さ
と
の
森
を
つ

く
ろ
う
！

広
葉
樹
の
密
植
・
混
植
に

よ
る
森
林
再
生
植
樹
会

積
丹
町
積
丹

ｉｎ

国
有
林
～
森
を
歩
く

国
際
森
林
年

2011

～
』
を
、
積
丹
町
と
北
海
道
森
林
管
理

局
が
共
催
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

国
内
外
で
植
樹
活
動
に
実
績
の
あ
る

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
宮
脇
昭
氏
の

指
導
に
よ
り
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
エ
ゾ
ヤ
マ

サ
ク
ラ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
、
カ
シ
ワ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
植
樹
箇
所
に
大
型

野
生
動
物
防
除
用
電
気
柵
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
の
電
気
柵
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
に
よ
り
太
陽
光
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

有
効
変
換
し
専
用
バ
ッ
テ
リ
ー
（

Ｖ
）

１２

に
充
電
す
る
こ
と
で
、
昼
夜
を
問
わ
ず

稼
働
で
き
ま
す
。

周
囲
に
設
置
す
る
支
柱
に
つ
い
て

は
、
樹
脂
性
の
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ

ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
ワ
イ
ヤ
ー
に
つ

い
て
は
、
幅

㎜
の
耐
候
性
の
高
い
高

１２

密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
ワ
イ
ヤ
ー
で
地

上
か
ら

セ
ン
チ
間
隔
に
３
段
張
り
に

５０

し
て
侵
入
す
る
動
物
が
入
り
づ
ら
く
、

動
物
が
近
づ
い
て
接
触
し
た
場
合
は
電

気
が
流
れ
ま
す
。

今
回
は

の
周
囲
に
設
置
で
し
た

０．２４
ｈａ

が
、
支
柱
が
打
ち
込
み
や
す
い
土
質
で

あ
れ
ば
簡
単
に
設
置
が
で
き
、
ワ
イ
ヤ

ー
も
ク
リ
ッ
プ
状
の
輪
に
通
す
だ
け
の

簡
単
な
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
地
に
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
足
跡
が
発

見
さ
れ
て
お
り
、
広
葉
樹
の
食
害
を
防

止
す
る
観
点
か
ら
、
こ
の
電
気
柵
を
設

置
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
経
過
を

観
察
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
菊
地

森
林
育
成
係
長
）

「
Ｊ
Ｔ
の
森
」・
積
丹

森
林
保
全
活
動
（
秋
）

「
広
葉
樹
の
密
植
・
混
植
に
よ
る

森
林
再
生
植
樹
会
箇
所
に
電
気
柵
設
置
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２
名
の
職
員
が
新
た
な
職
場
へ
異
動

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
（

）
内
は
前
職
名
、
併
任
・

事
務
取
扱
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

■
北
海
道
森
林
管
理
局

総
務
部

経
理
課

経
理
係
長

（
野
幌
森
林
官
）

阿
部

直
也

■
北
海
道
森
林
管
理
局

総
務
部

経
理
課

支
出
係
長

（
小
樽
内
森
林
官
）

伊
藤

克
仙

８
月
１
日
付
け
で
赴
任
し
た
職
員
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
出
身
地

②
家
族
構
成

③
趣
味
・

特
技

④
自
己
分
析
（
四
字
熟
語
）

⑤
な
に
か
一
言

よ
ろ
し
くお

願
い
し
ま
す
。

い
ざ

新
天
地
へ
・
・
・

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長

松
坂

英
徳

①
帯
広
市
（
中
学
ま
で
）

②
妻

③
最
近
は
妻
に
引
き
ず
ら
れ
初
心
者
ゴ

ル
フ

④
虚
心
坦
懐

⑤
営
林
署
の
時
代
以
来
、
久
し
ぶ
り
の

署
勤
務
で
す
の
で
色
々
教
え
て
下
さ

い
。

定
山
渓
森
林
事
務
所

首
席
森
林
官

村
上

清

①
北
の
都
芦
別
市

②
独
身
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。

③
で
っ
か
い
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
ま

す
。

④
捲
土
重
来

⑤
現
場
っ
て
本
当
に
い
い
で
す
ね
ー
。

小
樽
内
森
林
事
務
所

森
林
官

菊
池

寿
幸

①
北
海
道
三
笠
市

②
３
人
（
嫁
と
こ
ど
も
）

③
家
庭
菜
園
、
音
楽
鑑
賞

④
「
優
柔
不
断
」
と
木
村
さ
ん
に
言
わ

れ
ま
す
・
・
・
。

⑤
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。８

月
１
日
付
け
異
動
で
、
次
の
と
お

り
担
当
が
替
わ
り
ま
し
た
。
改
め
て
お

世
話
に
な
り
ま
す
。

※
（

）
内
は
前
職
名
、
併
任
・

事
務
取
扱
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

■
業
務
第
一
課経

営
係
長

（
森
林
育
成
係
長
）

白
岩

昌
和

引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
業
務
第
一
課

課
付

（
定
山
渓
首
席
森
林
官
）

川
村

伸

■
業
務
第
一
課

課
付

（
経
営
係
長
）

外
山

保
浩

■
業
務
第
二
課

森
林
育
成
係
長

（
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

菊
地

誠

■
野
幌
森
林
官

（
札
幌
森
林
官
）

伊
藤
千
代
美

編

集

後

記

各
現
場
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
出
来

事
な
ど
、
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

表
題
写
真
提
供
：
伊
藤

野
幌
森
林
官

石
狩
森
林
管
理
署
広
報
委
員
会

委
員
長

次
長

委

員

総
務
課
長

流
域
管
理
調
整
官

総
務
係
長

事
務
局

森
林
ふ
れ
あ
い
係

住

所

〒

‐
064

0809

札
幌
市
中
央
区

南
９
条
西
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目
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